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６
月

公立藤田総合病院

吉田明美さん (22歳) (轟山字東噺田50 陸夫さんの長女)

吉田さんは高校卒業後、看護学校を経て、今年４月に公立蒔田総合病院に

番護婦として勤務、現在。柬３病棟で入院患者の看護をしています。
公立藤田総合病院は内科、胃闘科をはじめ12科｡429 床のベッドがあり、

入院患書は334人、５月の一日平均の外来忽者数はl,160 人。
｢今は、毎日が夢中です」という彼女。やさしい笑顔が印象的でした。



河
川
に
生
息
す
る

生
物
調
べ

～

七

月

は

河
川

愛

護
月

間

～

七

月

は
、

河
川
愛

護
月

間
で

す
「
。

私
た

ち
の
ま

わ

り
に
は

、
大

小
の

だ

く
さ

ん
の

河
川

が
あ
り

、

私
た
ち

の

生
活

に
、

深
い

か
か
わ

り

を
も
っ

て

い
ま

す
、

そ
れ

ら
の

河
川

は
。

き
れ

い
で
し

ょ
う
か
？

そ

れ
と
も

、
汚

れ
て

い
る

で
し

ょ

う
か
？

こ

れ
ら
を
判

定

す
る
の

に

、
河
川

に
生
息

す
る

生
物

の
種

類
を

調
査
す

る
「

生
物
学

的

水
質
調

査
」

が
あ

り

ま
す

。

町

で
は

、
昭
和

五
十

九
年

五
月

に

引
き

続
き

、
去
る

五
月

二
十

七
日

に

、

前
回

と
同
じ

く

、
町
内

主
要

河
川

十

一
か

所
で

、
こ
の

「

生
物
学

的

水
質

調
査

」
を
実

施
し

ま
し

た
。

結

果
は
別

表
の

と
お

り
で

す

。

前

回
と
比

べ
て

み
て

、

少
し

河
川

の

汚
れ
が
進

ん
だ

よ
う

に
思

わ
れ

ま

す

。
水
は

、
私
た

ち
に

潤
い

を
与

え

て
く

れ
ま
す

。
き

れ
い

な

河
川

を
、

私
た

ち
自
身

の

手
で
と

り
戻

し
ま

し

▲竜護験川（癪田宰中沢）で

m

＠ きれいな水（Ｉ）と少しよご れた水｛ 剛 との共通指標生物

●少しよごれた水(U)　

の指仁生物

○ きたない水(Ⅲ)の播標生物 ●きたない劇 剛　

と大豊きたない*　{

廁との萇i の

:り1りII

＠大変きたない水(Ⅳ)の指標生物



４滝　　 川｛内谷字西堂｝で

▲牛沢川｛西大枝字築舘｝で

Ａ牛沢川（光明寺）で・ 滝川・阿武隈川合流点UII 内）で

河 川に生 息 する 生 物 調 べ

調 在 河 川 お よ び 場 所 ��
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 狗

��今　　　　　　　　　　　　同 � 前　　　　　　　11 りS59 ふ

１ �上　　　 泉　　　 川
り日小坂峠人口付近7 �

シマトビヶラ３　ヒラタカゲロウ類４
その他のカゲロウ顛３　ヘビトンボ１ �

叶リ ガニｌ　 ヘビし ボ州 中間３
力ｙロウ類４　 カワゲラ類３

２ �滝　　　　　　　　 川
(内谷事西堂) �

ヒrﾚ則９　ミズムシ７
ヒゲナガトピケラ２ �

コカゲロウ26　トビケラ２　ヒル２
ヘビトンボ２

３ �老　　 縵　　院　　 川
{藤Ⅲ字中沢) �ヒル類16　ミズムシ50 �匕1ﾚ８　ミズムシ３

４ �籥祓川・佐久関川合流点
(他江字前原) �

ヒラ タカケ'ロウ類２　ヘビトンボ１
ヒ ル類３　ミズムシ４　イトミミズ類８ �匕’ﾚ５　ミズムシ７　トビケラ類５

５ �沢　　　 田　　　 堀
(職田字北) �ヒ ル類50　ミズムシ３ �ヒ ’ﾚＩ　 オオユスリカ８　ミズムシ２

６ �滝　　 なめy11　　　　川
(葎Ⅲ字滑沢) �ヘビトンボ１　ヒル類５ �ヒル３　カゲロウ類４　 ミズムシ14

７ �滑（なめり　　がゎ）川
（森山字堀ノ内） �ヒル類24　ミズムシ４ �ビル２　ミズムシ９

８ �武　　 士　　 沢　　 川
(大木戸字細蕨) �

ウズムシ類３　プユ蹟２　カワ ゲラ類３
ヘビトンボｎ　 カゲロウ類１ �ガガンボカゲロウ23　ヤゴ１

９ �牛　　　 沢　　　 川
(光明寺字車) �ヒル頭10　ミズムシ37 �

ゲンゴロウ類の幼虫ｌ　 ミズムシ９
トビケラ類Ｉ

10 �″卜　　　 沢　　　 川
(西大技字築館) �

プユ類１　ヒル類８　ミズムシ４
イト ミミズ類３ �ビ1し５　ミズムシ19　カゲロウ類２

Ｈ �滝川・阿武隈 川合流 点
(川　 内) �カゲロウ類３　ヒル類６　ミズムシ５ �

ヒル２　 ミズムシ１　カゲロウ類１
トビケラ類１



一日署長やテント村
～春の全国交通安全運動～

八
島
助
役

（
町

長

職

務
代
理

者

）
が

一
日

署

長

▲パレード途中にテント村を訪間

一
存
の

全
川
交

通
安

全
運

動

」
初

日

の
瓦
Ｕ

十
一
日

．
桑
折

警
察

叫
で

は

、
ぺ
励
忠

雄
町

長
職

務
代

理
者
助

役

に
、

一
Ｈ
ｉ

長

を
Ｉ

嘱

し

、
桑
折

、

国

見
肉
町
内

で
交

通
喰
令

叺
両

パ

レ

ー
ド

を
行

い
ま
し

た

こ
の
Ｈ
午

後

一
時

過

ぎ
に
、
人

川

一卜
桑
折

繁
察

署
長

か
・
６

．
日
習

長
の

委
叫
状

を

手
波
き

れ
た

、
八
励
Ｗ

長

‥

は
、
川

署
前

で
行

わ
れ

た
川

帥
人

で

『
女

通
事
故

の
な

い
町
実

現
を
目

術

し
て

頑
張

‥
て
く

だ
さ
ｙ

と
、

川

席
し

た
哭
に

を
激
励

し
ま

し
た
．

こ

の
後
、

八
島
助

役
や
桑

折
署
‥‥ｌ
、

さ
ら

に
県
交

通
安
令

協
会

桑
折
支

部

の
竚
彫

郎
い

。６
か

パ
ト

カ

ー
や
ト

ラ

ソ
ク
Ｌ

台
に
分

乗
、

約
一

時
間

を
か

け

、
国

見
。
桑

折
両

町
内

を

バ
し
Ｉ

ド

し
、
女

通
女

令
を
Ｐ

Ｒ

し
ま
し

た

ま

た
、

桑
折

町
、
仮

屋
交

差
点
北

側

の
四
ゆ

国
遺
沿

い
で

は

”
関
川
作

戦

¨
と
銘
打

い
た
テ

ン
ト
付

什
戦

が

繰

り・
広
げ

ら
れ

。
八
島

。
目
署

長
は

、

参
加

し

た
夊
汕

安
煢
け

の
会
連
べ
口
会

や
桑

折
ラ
イ

オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
の
ゞ
ン

バ
ー
に
、

ね
ぎ

ら

い
の

こ
と

ぱ
を
か

け
て

い
ま
し

た

テ
ン
ト
村
で

交
辿
安
全
を

呼
び
か
け

～
貝
田
・
藤
田
で
～

、畚

の
ｔ

国

交
汕

安
や

運
動

’
の

‐‐
環

と

し
て
、

町
交

通
安
令

対
策
協

議
会

で

は
．

た
り
卜

．・
．日

に
日

川
で

、

ま

た
Ｋ
Ｕ

卜
八

卜

に
は
藤

川
で
、

そ

れ

ぞ
れ
桑

折
警

察
署

員
、
交

逝
安
（
Ｅ

協
会

々
’‥夊

部
会

の
役
ほ

、

け
の
公

の

杵

さ
ん

の
協
力

の
も

と
、
テ

ン
ト
吋

を
実
施

し
．
道

行
く

ド
ラ
イ

バ
ー
に

な
ぺ
滷
女

令
を
呼

び
か

け
ま
し

た
．

Ｕ

Ⅲ

で
は
、

県
境

の
国

道
四
り

で
、

宮

城
県

か
ら

人

‥
て

く
る

ド
ラ
イ

バ

ー
に
、
テ

ダ

弋

匸
ペ
ー

パ
ー
や
キ

ラ

ー／
を
配

り
、

．
安
ｔ

運
転

に
心

か
け

て

く

だ
さ

い
』
と
呼

び
か

け
ま

し
た

欠
‐通
安
食
モ
デ
ル
地
Ｋ

と
な
二

ヽ

い
る
藤
田
で
は
、
商
．ｔ
会
郎
前
の
交

差
点
三
か
所
で
、
信
号
待
ち
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
テ

ダ
ン
ユ
ベ
ー
パ
ー
や
チ

ラ
シ
を
配
り
こ
気
を
つ
け
て
運
転
し

て
く
だ
さ

い
』
と
呼
び
か
け
ま
し
た

ま
た
、
バ
イ
ク
を
対
象
と
し
た
点
啖

を
、
二
輪
小
安
全
運
転
術
導
員
の
岡

崎
長
市
さ
ん
ら
が
行
い
、
ブ
レ
ー
キ
、

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
、
ク
ラ
ク
シ
プ
／

な
ど
の
点
検
指
導
ら
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
『
。

▲貝田でのテント村Ａ商工会館前ではバイクの点検も貫施

松
浦
裕
子
さ
ん

全
日
本
で

堂
々
ベ
ス
ト
８

西
大
枝

出
身

西
大

陸
字

築
舘
出
身

の

松
浦
裕
ｆ

さ
ん

（
山
形

・
心

沢
高
一
．印

、
一
．
段
）

が
、

．在
月
三

十
一
日

、
大

阪
、
守

口

巾
民

体
宵
館

で
、
令

川
の

強
豪
六

十

四
選
干

が
参

加
し
て

行
わ

れ
た
第

二

十
六
回

包

卜
本

な
子

剣
道

選
Ｆ
峰

に

出
場
、

堂
々

ぺ

久
卜

８

に
進
川
し
ま

し
た
『
．

松
浦

き

ん
は
、

県
北
中

乍
校
時
代

の
昭
和

友

卜
八
、

六
卜
年

と
二
度
東

北
制
覇

し
て

お

り
、
全

卜
本

の
チ

ャ

ン

ピ
オ
ン

に
な
る

た
め
、

山
形
の

高

皎
に

進
学
．
毎

日
練
習

に
励

ん
で

い

ま
す
．



曳
地
さ
ん
が

『
郭
公
章
』
を
受
章

～

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
か
ら
～

五
月
十
六

、
十

七
日
の

二
日
間

に

わ

た
り
、
横

浜
市

の
神
余

川
県

立
青

少
年

セ

ン
タ
ー
で

行
わ

れ
た

ボ
ー
イ

ス

カ
ウ
ト

日
本
連
盟

六

十
二
年

度
年

次

全
国
大

会
の
席

上
、

ボ
ー
イ

ス

カ

ウ
ト
福
鳥

連
盟

五
十
三

団
団
委

貝
長

の
曳

地

一
さ
ん

（
本
町

．
七

十
九
歳

）

に
、
日
本

辿
盟

か
ら

「
郭
公
章

」

か

贈
ら
れ

ま
し

た
．

『
郵

公
章
』

は
、

全
国
で

百
四

人
、

県
内
で

は
二

人
か
受
章

し

ま
し

た
．．

曳
地

さ
ん
は

、
昭
和

四
十

三
年

五
月

五
日
の

初
団

式
以
来

．
二

十
年
間

に

わ
た
り
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
五
十
三
団

（
国
見
町
）
の
団
委
貝
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
。
こ
の
長
乍
に
わ

た
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
発
展
の

な
め
協
力
さ
れ
た
功
績
か
認
め
ら
れ
、

受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
家
内
を

は
じ
め
家
族
の
協
力
が
あ

。
た
お
か

げ
で
す
。
早

い
も
の
で
。
こ
の
町
に

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
か
で
き
て
か
ら
二

十
年
た
ち
ま
し
た
。
今
後
も
、
次
代

を
担
う
青
少
年
の
健
令
宵
成
の
た
め
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
続
け
て
い

き

ま
す

．匸

と
受

章

の
喜

ぴ
を

語
る

曵

地
さ

ん
．

奥
さ

ん
の

と
み
こ

さ
ん

も
、

県
ボ

ー
イ

ス

カ
ウ
ト

連
盟

か
ら

昭

和

五
十
四

年
に

感
謝
状

か
噌

ら
れ

て

い
ま
す
．

現
在
、

ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト
団

八
は

円
卜

人
、．

『
団
貝

の

お
母
さ

ん
か
ら

‘
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ

卜
に
入
っ
た
お
か
げ
で
家
の
手
伝
い

を
し
て
く
れ
て
大
変
助
か
り
ま
す
‘

な
ど
と
・
曹
わ
れ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
な
あ
と
っ

く
づ
く
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
悩
み
は

女
性
を
含
む
指
導
者
か
不
足
し
て
い

る
こ
と
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
興
味

の
あ
る
方
は
。
ぜ
ひ
ご
協
力
し
て
い

た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
』
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▲r 郭公案亅 を胸に喜びの曳地さん

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

女

性

が

民

宿

二
＋
1
1歐
紀
友
情
計
画
ア
セ
ア
ン

青
年
受
け
入
れ
事
業
｛
国
か
五
ヶ
年

計
両
で
行
う
も
の
で
今
年
か
円
年
日
｝

で
来
日
し
た
。
ア
セ
ア
ン
各
国
の
費

年
た
ち
の
う
ち
二
十
三
人
か
来
福
し
、

県
内
各
地
に
民
泊
し
ま
し
た
。

岡
見
町
に
は
、
シ
ン
が
ポ
ー
ル
の

パ
ン

‘
ス
ー
ニ
フ
ン
さ
ん
（
ニ
ト
ハ

歳
）
か
家
町
し
、
小
坂
の
佐
藤
裕
さ

ん
宅
に
民
泊
し
ま
し
た
。

バ
ン
さ
ん
は
、
五
月
十
日
に
来
日
、

六
月
九
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
日
本

に
滞
在
し
ま
し
た
か
。

〃
日
本
の
家

庭
の
味
を
”
と
。
五
月
二
十
八
日
か

ら
已
卜
‐１
日
ま
で
の
四
日
間
。
佐
藤

さ
ん
力
で
民
泊
。
日
本
家
庭
で
の
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
福
島
県
若
人
の
翼

で
海
外
派
遣
の
経
験
か
あ
り
、
そ
の

経
験
を
生
か
し
て
の
受
け
入
れ
と
な

。
た
も
の
で
す
。

五
月
二
十
九
日
に
は
、
佐
藤
さ
ん
、

通
訳
の
紺
野
恵
子
さ
ん
（
本
町
）
と

と
も
に
役
場
を
訪
れ
、
蓬
田
教
育
長

ら
と
歓
談
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
の
家
庭
で
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
タ
イ
ム
を
過
ご
し
た
パ
ン
さ
ん
は
。

と
て
も
満
足
し
、
喜
ん
で
州
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

▲パンさん（右から２人目）を圓んで

地
域
懇
談
会
が

開
か
れ
る

五
月
二
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分

か
・
气

役
場
会
議
室
で
、
国
兄
町
地

城
懇
談
会
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

”
東
北
電
力
サ
ー
ビ
ス
旬
問
”
と

し
て
、
東
北
電
力
か
主
催
と
な
っ
て

聞
か
れ
た
も
の
で
、
東
北
電
力
か
ら

は
十
一
人
、
町
か
ら
は
八
島
忠
雉
町

長
職
務
代
理
者
助
役
は
じ
め
担
当
課

長
、
町
議
会
か
ら
玉
手
昭
市
剛
議
長
、

ま
た
、
県
物
価
モ
ニ
タ
ー
の
渡
部
良

子
さ
ん
ら
各
界
代
表
十
五
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

半
澤
勝
義
東
北
電
力
株
式
会
社
福

鳥
営
業
所
長
の
あ
い
さ
っ
の
あ
と
。

八
島
助
役
か
「
日
夜
、
電
気
の
供
給

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
杵
さ
ん
に
感
謝

い
た
し
ま
す

。
今
後
も
、
電
気
の
安

定
供
給
の
た
め
努
力
を
お
噸
い
い
た

し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
っ
を
述
べ
ま

し
た
。

こ
の
後
懇
談
に
入
り
、
『
円
商
に

よ
る
電
気
料
金
の
値
下
げ
を
し
て
ほ

し
い
』
『
停
亀
の
際
に
、
い
つ
ま
で

時
間
が
か
か
る
の
か
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い

か
』
な
ど
の
要
望
か
出
さ
れ
、
ま
た
、

電
力
側
か
ら
は
、
「
ヘ
ビ
や
鳥
な
ど

に
よ
る
停
電
か
多

い
。
愉
報
を
い
た

だ
け
れ
ば
早
く
回
復
で
き
ま
す
」
な

ど
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ活発に量見交換された懇餓会



愛の献血に

２１３人
・ 一心堂萋局前での献血活動

五
月
七
口
、
献
血

バ
ス
二
台
が
来

町
し
、
森
江
野
小
学
校
前
、
農
協
本

所
前
、
生
協
国
見
店
加
．
国
見
電
子

前
．
沢
屋
酒
店
前
、

∵
む
堂
薬
局
前

で
献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た
．

今
回
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
卵
二
千
四
百
個
、
薬
業
組
合
か
ら

リ
ポ
ビ
タ
ン
Ｄ
三
百
本
、
福
鳥
信
用

金
庫
国
見
支
店
か
ら
ゆ
で
卵
三
百
個

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
二
百
十
三

人
（
申
し
込
み
者
は
二
百
二
十

）
人
）

の
方
々
に
献
血
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
．
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た

（
順
不

同
・
敬

称
略

）

（

一

般

協

力

》

佐

藤

幸

夫

八

巻

ノ
プ
子

渋

谷

友

子

菊

地

久

子

松

浦

栄

子

纔

Ｉ

拓

彦

置

田

ア
サ
子

菅

野

４
　

一

宍
　

戸

秀

紀

斎

暮
　

ヨ
　

シ

菊

蚫

幸

弃

斎

蓚

松

男

僅

１

４Ｘ
　

二

安

達
　
（

ツ
子

佳

馨

炙
由
紀

実

沢

ゆ
り
子

皎

Ｉ

秀
　

一

安

達

文

征

蚣

濾

お
太
郎

蓬

田

正
　

一

斎

藤

暁

雄

本

多

ミ
ド
リ

攪

蘓

正

男

膺

軻

重

夫

佐

藹

釵

ｆ

山

ｌ

妃
砂
了

阿

郎

明

子

奥

山

広
　

‐‐

野

村

皃

子

寺

鳥

弘
　

子

八

島

扣

子

叱

久
岡

弘

子

小

再

邦

子

斎

蓐

正

芳

武

田

之

利

蚣

滷

正

明

半
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寿

子
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子

阿

郎
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紀
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災
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潼
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蘓

英
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遠
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戸
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吉
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子
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東
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文
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古

溝
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‥

八
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富
　

一

役
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忠
　

一

安

穣

『
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レ
エ

佐

藹

正
　

子

【
Ｉ

見
町
皿

協
》

鈴

木

秀

唯

乾

－

浩

庸

安
孫
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正

古

田
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】

桧

浦

所
一
郎

《
圓
見
電
子
》
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田

嬰

輔

佐
々
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一

篇
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国
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子

ｔ
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子
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紀
江
子

佐
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文

子

宍
　

戸
　

シ
ズ
エ

恚

江

の
　

ぷ

斎

蟇

忠

男

古

田

タ
キ
子

宍
　

戸

キ

イ

宍
　

戸

文

平

菅

野

次

子

古

溝

恵

子

安

彦

俊

明

阿

衂

洋
　

一

溲

辺

参

雄

村

上

永
　

一

市

川

公

子

佳

ｉ

跿
　

一

椦

田

矜

行

椢

原
　
　

実

佐

蓐

邦

拿

眥

野

桍
一
郎

阿

躰

不
二
子

旻

晧

峭

鳧

皎
久
闌

息

子

長
谷
川

民

子

一
　

刀

広

災

《
圜
見
ガ
ス
住
宅
詮
！

貳
　

田

信

秀

鈴

本

痛

―

八

番
’

千

代
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高

瞳

政

味

（
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訟
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《
鬮
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タ
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大

内
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子

《
生
脇
疆
見
店
》

人
河
内

直

道

高

榲

智

子

本

間
　
　

靠

大

宮

勇

夫

小

林

幸

友

吻
　
　

良

廸

秋

元

ヶ
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子

佳
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闌
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隍
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高

蛆

キ
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子

半

沢
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《
信

用

金
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圜
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》

阪

内

幟
一
二
郎

二
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ｔ

大
二
Ｊ
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渡

辺

扣

為

鈴

木

栄
　

一

菊

地

弃

仲

本

多

鴣‐

仁

（
商
工
会
輿
》

木

材

由
笑

子

後

藤

輦

瞳

φｒ

沢
　
　

！

費

野

昭

雉

石

井
　
　

纔

攸
久
閊

尚

子

蚣

濾

笑

加

伊

亀
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子

樋
　

口
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曹

野

好

ｔ

古

田

１

夫

溲

辺

伸
一
郎

亀

鯛

貞
　

一

木

村

真
由

美

乾

一
　

一
．一

男

黒
　

脚

義

男

菊

炮

政

忽

佐
久
間
　
　

怛

野

口
　
　

剛

圖

畸

長

市

晧

江

溥

典

霞

辺

盲

男

棯

漕

息
　

】

阿

篩

方

男

佐
久
間

正

男

吉

田

Ｆ
　

工

高

橋

敏

夫

僅

Ｉ

敏

夫

八

巻
　
　

孝

鑷
　

口

真

弥

艦

―

順

子

八

番

敏

子

東
海
林

富

子

山

崎

喉

子

紺

野
　
　

搬

梔

箚

栄

治

鈴

木

佼

愽

古

田

美
弩
夫

敗

鑷

幸

輔

小

紫

参

護

大

森

忠

滄
郎

（
国
見
町
役
榻
》

国

分

次

縷

達

－

蠢

正

佐
久
間
　
　

正

羽
根
田

章

司

菊

地

弘

美

松

濁

昭
　

一

敗

藝

克

成

宍

戸
　

薦

寿

佐

蔭

免

男

中

山
　

ミ
エ
子

菊

地

富

子

倹

薦

浩

子

蛟

藤

敦

子

大

政

正

子

大
和
田

紀

夫

佐
久
間
　
ッ
ヤ
子

秦
　
　

哨
　
一

森

林

喜

助

大

内

楙

笑

高

野

忠

１

大

塚

信

子

梅

月

辰

也

紺

野

良
　
一

罨

苅

淳

子

紺

野

恵

子

渡

辺

高

子

訟

瀰

文

子

吉

田

と
き
子

高

轜

芳

男

朽

木

好

獣

籥

地

多
萸
子

高

機

良
　
一

赤
井
熕

千
吏
子

佐

驀

綰

夫

古
　
田

輝

雉

菅

野

信

朗

引

垉

由

則

佐

野
　
　

功

？
　
田

正

挌

古
　
田

曩

哢

渋

谷

嗷

弘

佐
久
閊
　
　

茂

鈴

木

哲

也

菅

啄

文

子

圧

田

恭

予

違

－

八
重
子

高

機

直

子

次回の献血車来町予定

７月28 日（ 火 ）

9:00 ～ｎ:30

12:00 ～13:(x)

14:00 ～15:45

16:00 ～17:00

小坂小学校前

国見精機前

(柵梁裂作所)

役 場　前

溝水製作所前

十
回
以
上
の

献
血
協
力
者
を

表

彰

町
献

血
推

進
協
鍛

会

が
四
月

二
十

七
日
役

場
で

開
か

れ
ま
し

た
。

そ

の
席
上

、
献
血

功
労
者

表
彰

か

行
わ

れ
。

十
回
以
上

の
献
血

協
力

者

に

。
八
鳥
忠

雄
町
畏

職
務
代

理
者

助

役
か

ら
感
謝

状
と

記
念
品

が
贈

ら
れ

ま
し

た
。
　
　
　
　

（
取
称

略
）

四

十
回
以

上
　

▽

朽
木
好

秋
（
藤

田
）

三

十
回
以

上
　

▽

遼
藤
喜

正
（
役

場
）

▽
後
藤

忠

】
（
商
城

）

二

十
回
以

上
　

▽
佐
藤
幸

夫
（
石
母
田
）

▽
引

地
由
則

（
役

場
）
　

▽
大
森

忠

治
郎

（
藤

田
）
　

▽
阿
部
洋

一

（
大

木
戸

）
　

▽
廣
居

重
夫

（
森

山

）

十
回

以
上
　

▽
穗

苅
栄
治

（
藤

田
）

▽
篠

田
国
枝

（
国
見

電
子

）
　

▽
菅

原
文

子
（

役
場
）
　

▽
睡

田
恭

子

（
役

場
）
　

▽
熊
坂

文
男

（
農
協

）

▽
佐
藤

光
信

（
貝

田
）
　

▽
菅

野
実

（
国

見
精
機

）
　

▽
斎
藤

敏
枝

（
国

兄
精

機
）
　

▽

八
鳥
和
子

（

山
崎

）

▽
菅

野
浩

（
国
見

電
子
）
　

▽
井

砂

喜
代

子
（

農
協
）
　

▽
斎
藤

福

子

（
徳

江
）
　

▽
佐

久
間
信
（
塚
野

目
）

▽
古

田
吉
夫

（
役

鳩
）

事
業

所

表
彰
　

▽

福
島
侶

用
金

曜
国

見
支

店
　

▽
国
見

タ
イ

ツ
株

式
会

社

▽
国

見
町
商

工
会



ふるさとの文化財

3

9西 大 窪 舘
菊池　利雄

西大窪舘要図
凶見町役場所載、大木戸村地

篇図 によ・て作成 菊池利眼

西
大
窪
舘
は
、
大
木
戸
字
舘
の
地

に
あ
っ
て
高
城
と
の
村
境
に
沿

。
て
、

南
流
す
る
牛
沢
川
西
岸
、
僚
商
五
十

八
卩
の
西
根
台
地
上
に
立
地
す
る
。

現
在
、
舘
遺
構
の
大
部
分
は
耕
地

化
さ
れ
て
、
舘
の
景
観
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
か
、
南
西
部
に
残
る
出
角
・

人
角

、
東
側

の
上
塁

や
水
濠

の

一
郎

に
痕
跡

を

と
ど

め
て

い
る
。
西
側

か

ら
南

側
に
か

け
て

は
郭
の

外
側

に
沿

っ
て

、
水

路
が

め
ぐ

ら
さ

れ
て

お
り
、

か
つ
て

の
水
濠

跡
で

あ
ろ
う

。
北

側

の
字
正

光
寺

、
大
光

寺
と

の
境
界

は

罕
担

な
地
続

き
と
な

っ
て

い
る

か
、

か
っ
て

は
水

濠
が

め
ぐ

ら
さ
れ
て

い

た
と
思

わ

れ
る
。
大

手

口
は
西
側

、

搦
手

凵
は

。
東
大
窪
｛
現
４
碵
｝
に
通
じ

る
北
東

部

が
考
え

ら
れ

る
。

こ

れ
ら
舘

の
現
況

を
、

明
治

の
地

籍
図

心
収
ｔ
Ｊ

に
よ

る
地

割
と
剛

合

し
て

、
四
大

窪
舘

の
復
原

を
試
み

て

み
れ

ば
、
東

西
九

卜
～
百

三
十
‥
い
・

南
北

七
卜
？

百
十
‥
‥
、
総

面
積

約
。白

三

亅

。匸

゛
？

Ｊ
の
規

模
を

も
っ

、
叭

濠
小

郭
式

の
変
則
方

形
平

地
舘

が
出

現
す

る
。
西

叫

に
郭
か
凸

川
Ｌ

た
倏

矢
懸

け
の
な

わ
張
り

を
も

っ
こ

の
舘

は
、

城
郭

の
発
遠

史
的

に
み
れ

ば
、

方
形
ｙ

地
舘

か
主

に
築
か

れ

た
鎌

き

時
代

以
降

の
む
の

で
、
室

町
時
代

初

め
こ

ろ
の
嚊

築

と
み

ら
れ

る

。
濠

水

は
森

山
郷

の
涌
水
よ

り
揚

水
さ

れ
た

堰
よ

り
取
水

さ

れ
て
お

り
、
西

六
百

‥
い
の

高
地
ヽ
逮
光
原

突
端

部

丿

哩

Ｊ

に
築

か
れ

た
山
城

、
違
矢

崎
城

は
こ

の
舘

の
畆

の
城
と

も
考
え

ら
れ

る
。

こ

の
舘

の
あ
る

丙
人
窪

’頡
一
は
、

天
文

七
年

（
一
五

。一
。八

）
の

『
伊
達

氏
段

銭
古

帳
』
で

は

。
大

窪
郷
（
卯

鋩

４
・いＩＥμ

の
一
部

で

東
大
窪

舘

嘔

を

居
舘

と
し

た
伊

達
氏

譜
代

の
家
臣
人

窪
氏

の
所
領

と

考
え

ら
れ

る
か
、
永
.
1
:
‘卜

六
年

（
一

五

‐‐
九

）

．．”
　
　

噂
唹

．．．
月
に
伊

達
脯

宗

が
萱

場

鶴
増

嵋
｀

四
７

】
に
ヽ

与

え
た
所

領

安
堵
状

に

よ

れ
ば
．

「
西

大
窪
所

よ

り
買
地

、

叭

む
丙
根

中
日
「
頴

Ｆ

？

宇
残

ら
ず
、
年

貢
六

貫
文

」
と
あ

り
、

ま

た
天
正
四

年

こ

瓦

七
六

）
八
月

の
、

『
伊
達
輙

宗
相
馬

御
着

陣
例

』
鈿

慙

に
は
、

第
十

一
番
日

衆
の

部
将

と
し
て

、
桑
折

・
下

郎
山

・
桐
窪

・

人

技

・
成

附
氏

な

ど
と

と
も

に
、
西

大
窪

九
郎
三

郎
の
名

が
み

ら
れ

、
確

証
は
な

い
か

お
そ

ら
く
西

大
窪

氏
は

大
窪
氏

の
庶

旋

と
考
え
ら

れ
、

戦
国

期
に
は

西
人
窪

舘

の
舘
七

で
あ

っ
た

と
み

ら
れ
る

．
こ

の
時
期
以

降

西
大

窪
氏
は

史
料

の
Ｌ

に
は
表

わ
れ

ず
．

そ
の
末

路
は

明
ら

か
で
な

い
．｛
ｊ

皿
一

舘

の
南
側

、
現
在

の
人

木
戸

か
ら

西
人
枝

に
か
け

て

広
が
る

水
田

は
、

占
代

の
条
里

制
以
来

の
も

の
で

開
発

の
歴

史
は
古
く

中

世
に
引

き
継

が
れ

て
お

り
、
こ

の
灌
漑

源

と
な

っ
た
の

は
．
紺

の
す
ぐ

東
側

で
牛

沢
川
よ

り

堰
ｈ

げ
ら
れ

た
孝
哈

堰
で

あ
り

、
灌

漑
水

の
配
分

な

ど
を
通
じ

て
の

農
民

の
掌

搬
な

ど
．
領

主
と
し

て
の
在

地

支
配
を

破
立

す
る
上

で
の

要
衝

の
地

に
舘
は

立
地

し
て

い
た
．『

舘

関
連
の

地
名

と
し
て

は
、

阿
部

辰
男

氏
宅
は
舘

の
家

と
吁

ぱ
れ

て
お

り
、

字
舘
地
内

は

阿
部
恒

大
氏

宅
外

九
戸

の
集
琳

を
な

し
て

い
る
．

1987 年は国際居住年
lnternational Year of Shelter for the Homeless

川漣 は.IUj 岑の11ﾐ宅･lｑl‘iを2 ① 00年 まで のjを期 的

展ｑg 二,‘jｙj て改 刄す るため。 来 年 ･ 0987年 ）を「倒

際|,･:什 年」 と竃め まし た。 わが川 におい て も， ①

深 釧な|,I;住問 題を抱 える開 発途| こltlにJ4 する国際

協JJ の郤:進，②欧 米,涓1111と比 べヽyち鯉 れがみ られ

るわが国 の|,･:往水準 の向ll のl つの|」標に向 けて，

様 々な活 動が 実施さ れ るｆ 定で す。 このq ごを契機

としてll 夲や111:界の 住 まい の問 題につ い て国民 一

人･ 人が 高い関 心 を持 ち， 各種 の活動 に積 極的 に

参加け るこ とが期待 さ れてい ます。



松
の
緑
を
守
る
た
め

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
を
駆
除

～
空
中
散
布
に
ご
協
力
を
～

現
在
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
被

害
か
町
内
全
城
に
広
が
っ
て
い
ま
す
．

町
で
は
、
こ
の
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被

害
か
ら
松
を
守
る
た
め
に
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
を
行
い
ま

す
．大

切
な
松
の
緑
を
守
る
た
め
、
松

林
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
や
．
薬
剤
散

布
地
周
辺
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
．

◆
場
所
　

泉
田
字
新
田
地
内

◆
期
日
　

６
月
2
2日
、
７
月
６
日

※
な
お
、
雨
天
、
強
風
の
場
合
は
期

日
を
変
更
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

◆
散
布
時
間

午
前
４
時
3
0分
～
午
前
８
時

◆
敵
布
時
の
注
意

①
散
布
当
日
は
散
布
地
に
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
散
布
地
岡
辺
で
は
窓
を
閉
め
、

洗
濯
物
や
飲
食
物
を
戸
外
に
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
敵
布
地
周
辺
の
牧
草
、
桑
な
ど

は
、
散
布
前
に
収
穫
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
。
桑
は
散
布
後
十

日
間
ほ
ど
は
利
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

④
敵
布
後
十
日
程
度
は
、
周
辺
に

ミ
ツ
バ
チ
を
移
動
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑤
万
が

て

体
に
薬
液
が
付

い
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
石
け
ん
で
洗

い
落
と
し
て
ぐ
だ
さ

い
・

Ｏ
健
全
な
山
づ
く
り
の
た
め
、
間
伐
、

つ
る
切
り
な
ど
の
保
育
に
努
め
ま
し

ょ
う
。
間
伐
に
対
し
て
は
、
町
で
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
町
役
場
産
業
課

（
雲
八
五
－

二
一
一

）
内
線
二
三
一
）

へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一

回

国
見
町

ジ
ュ

ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

参
参
加
募
集
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
要
領

で
第
一
回
国
見
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集

い
た
し

ま
す
。

一

、

期
　

日

８

月

４

日

～

６

日
　

二

泊

三

日

二

、

場
　

所

郡

山

少

年

自

然

の

家
（

テ

ン

ト

泊

）

Ξ

、

対
　

象

町

内

中

学

生

四

十

名

（
一
一一
一
こ

い

い

》

四

、

研

修

内

容

テ

ン
ト
設
営
、
野
外
炊
飯
．
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
り
１
ダ
ー
と

し
て
の
心
得
な
ど

五
、
経

費

四
千
円
（
交
通
費
、
食
事
．
保

険
な
ど
）

六
、
申
し
込
み
方
法

町
教
育
委
員
会
、
町
公
民
館

七
、
申
し
込
み
期
日

七
月
十
八
日
（
上
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

（
巾
し
込
み
要
項
は
教
育
委
員

会
、
公
民
館
。
中
学
佼
に
あ
り

ま
す
）

※
な
お
、
不
明
の
点
は
教
育
委
貝
会

（
茜
八
五
一

二
一
一

こ

か
公
民

館
（
Ｓ
八
五
一

二
六
七
六
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
’

今

月

の

納

税

六
月
は
。
町
県
民
税
（
第
一
期
）

の
納
税
の
月
で
す
。

納
期
内
｛
六
月
二
十
日
｝
に
納
入

し
ま
し
ょ
う
μ
¨

好
評
!
!
分
譲
中

～
山
崎
宮
舘
住
宅
団
地
～

残りあと21区画
お申し込み･ お問い合わせは

役 場 企 画 課 ま で

(85-2111 内線252 )



県
政
モ
ニ
タ
ー
に

斎
藤
幸
利
さ
ん

昭
和
六
十
二
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ

ー
に
斎
藤
幸
利
さ
ん
｛
山
根
一
三
卜

二
歳
｝
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
県
政
に
閠
す
る
県

民
の
意
見
、
要
望
な
ど
を
組
織
的
。

雛
統
的
に
聴
取
し
、
行
政
の
翦
‐
考
に

資
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

任
期
は
一
年
間
で
す
。
前
任
の
仲
野

賻
行
さ
ん
か
ら
六
月

．
Ｈ
で
パ
ト
ン

タ
″
チ
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
さ
ん
は
、
向
こ
う
一
乍
間
、

県
の
仕
事
へ
の
意
見
。
要
望
な
ど
を

挺
出
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
、

県
尺
代
表
の
一
人
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
の
お
知
ら
せ

毎
年
Ｌ

月

．
川
か

ら
．．．十

一
日
ま

で
の

一
か
月
間

は
、
河

川
愛
護

川
川

で
す
．

町
で

は
、
町
内

を
流

れ
る

普
祓
川

．

滝
川
、
牛

沢
川

の
．．．河

川
を
呎

点

に
．

今
年
も

左
記

の
通

り
、
関
係

部
落

、

河
川
愛
護

団
体

の
協
力

を
得

て
、

一

斉
に
ク

リ

ー
ン
ア

．
ブ
作
戦

か
峨

開

さ
れ
ま
す
　

地

区
の
皆

き

λ
の

ご
協

力
を

お
噸

い
し
ま
十

○
実
施

月
日
　

７
り
５

日

（
日
）

午

加
８
時

か

ら
午

的
1
0
時
ま
で

○
実
施
河
川
　
滝
　
川
四
・
ｌ
㎞

牛
沢
川
一
了

○
㎞

袴
祓
川

．
・
瓦
』

▲昨年のクリーンアップ作敏

新

規
学

校
卒

業
予

定
名

の

求
人
申
し
込
み
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

昭

和

六

卜

．
．
．
乍

．
．
．
月

新

叫

学

校

卒

寰

予

定

者

の

求

人

申

し

込

み

の

受

理

は

、

中

学

校

・

商

等

学

校

が

し

月

．

卜
。
人
乍
・
短
期
大
学
及
び
商
等
専

門
学
校
は
七
月
十
日
以
降
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
開
始
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
説
明

会
を
左
記
に
よ
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

紀

ぺ

日
時
及
び
会
場

Ｇ
昭
和
6
2年
６
卩
り
2
3日
肉

午
後
１
時
涸
分
？
　
保
川
町
中

夾
公
民
館

〇
昭
和
6
2壓
６
月
2
5日
湘

午
後
１
時
洳
分
！
　
柵
鳥
巾
民

会
館
大
ホ
ー
ル

（
）
昭
和
6
2年
６
月
2
6日
吻

午
後
１
時
洳
分
？
　
川
俣
町
商

Ｌ
会

て

内

容

‥
昭
和
六
上

．一
年
三
川
新
観
学
校

卒
業
予
山
者
を
対
匁
と
す
る
求

トヘ
申
し
込
み
ｆ
続
き
な
ど
に
っ

い
て

い
律
楝
助
成
金
制
度
に
つ
い
て

戸籍の窓口
（５月受付 分 ）

出生おめでとうございます
子 の 名 保 護 者　 部 落

みどり　　　　 僅藤 富男　泉 田 中
豊( ゆ た か)　　φ　　　　 多

圭　･( けいいち)横山　 仁　小　 坂
耕　太(こ う だ)内海 修二　源宗山西
梨 沙(り　　さ)佐藤　 博　山 崎 舘
鵬 明( よしあき,)斎藤　 寿生　源宗山北
さおり　　　　 齊藤　和則　町　 柬

結婚おめでとうございます
佐氏　　 名　　　　　　 部　落
佐 藤 賢次郎　　　　 徳 江 壜:
黒 ａ］ 静 子　　　　 衆 田 下
鮨　 木　陽　市　　　　 中　 部

半 澤 明 美　　　　 桑 折
町

平 野 勇　 ・　　　　 山 崎 鴿
本 間 洋　ｆ　　　　 桑 折・f

片 平 達 也　　　 内 谷 西
安 彦 扶美江　　　　 桑 折 町
鴨 旧 忠 幸　　　　 山 崎 翻
釦 木 郁　･r･　　　 福 鳥 市

おくやみ申し上げます
氏　　　ｇ　　　 壓船　　 部　落

武 川　　 式　　76　　
人・r 北

綏 ，ｉ　 ；　め　　 ｓ,1　　 光I川ji

l:　|||　　 緕　　38　　 夲　 町

川　中　あいs'-　　5･9　　 阪　 嚆
付　1;　竹　 外　　66　　 哨　　九
葭　野　μ　　　　8n　　 栲　　ii

ll　塲　久太郎　　89　　111
Ⅲ 巾

,lf 島 ，li郎　　66　　 第1･ こ

巾 山　 イ　ヨ　　 印　　 光 叫.lf
違 藤 久石Ｊ.門　　77　　 ，rs　取
齋　価　彦　--　　 ＆1　　 川　 内

尖　戸　 ミ　ッ　　s6　　fi 毋Ⅲ北
,1111橋 喜 一郎　　69　　 宮 町1 舸

人 口 と 世 帯
６月１日現在(前月比)５月中のうごき

人
　
　

口

男5.778 人（－８）

女6.2 人(  十 3 )

計 11.9 人 ← 5 )

世帯数2.897 戸【十 】）

転 入21 人

転 出20 人

出　生　７人

死　亡　13人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相談 室 ４ 稠人口からお入りドさい，

時 間 ： ９時 ～12 畤

こまったことや、相鴣ごとがありましたら、

お訊軽にご柵談下さい。秘密は絶対に守ります。

〔相 談 員〕

６月25曰 く木）阿部 俊恒・村上ミチ子

７月４日（土）後藤　 一（E 手マルヨ

７月 日 ( 水）高橋藤右工門・安藤トヨ

６月 水無月(みなづき)

21 日 父の日

22日（月）夏　至

23日 叫 オリンピックデー

25日 困 救らいの日

28日（日）貿易記念日

７月 文月(ふみづき)

１日團 国民安全の日

２口吻 半夏至

７日出 七 夕

８日伽 小 倍

11日出 満 月



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

酋8 5 ｰ 2 6 7 6

(有!  4  1  5  6

″
ふ

る

さ

と

文

化

ふ

れ

あ

い

教

室

″

が

開

講

ご
ふ
る
さ
と
文
化
ふ
れ
あ
い
敦
室
”

は
、
異
年
齢
集
団
生
活
の
体
験
と
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
学
習

を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一

翼
を
担
う
情
操
豊
か
な
子
供
た
ち
を

育
て
る
た
め
の
教
宝
で
す
。

五
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
に
開

講
し
ま
し
た
。

ｏ

私
た
ら

の
町

を
よ
く

知
ろ
・
つ

ｃ

み
ん
な

で
協

力
し
て

活
動
し

よ

つ

お
と
し

よ
り

か
ら
夊

化
を

学
ぽ

こ
の
Ｈ

標

に
む

か
・
て

、
努
力

十

る
こ

と
を
約

束
し
ま

し

た

聞
講

式
柊
ｒ

後

、
八

っ
の
班

に
糾

成
し

、
町
内

ウ

’
－

ク
ラ

リ

ー
を
行

い
ま
し

た

次
同

の
中
習

は

、
八
り

．一
―

．
卜

『
郷
Ｌ

の
地
形
（
阿
沖

貿
志

山
探
訪

）

を
知

う

ご

で

す

▲開講したふるさと文化ふれあい教室

▲元気に町内ウ呷－クラリーに挑戦

町
民
学
校
生
徒
募
集

公
民
郎
で
は
、
昭
和
八
寸
．一
４
度

曲
期
町
民
学
校
を
な
記
の
と
お
り
閧

設
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
氏
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
噸
い
い
た
し
ま
す
．

１
開
般
科
目
と
内
容

◇
日
曜
大
工
教
室
(
毎
週
日
曜
日
｝

づ
内
容
　
日
常
生
活
に
役
立
て
る

ｃ
講
師
　
県
職
業
馴
練
指
導
ｎ

阿
部
浮
鱗
咒
ｔ

匸
定
日
　

．
．１
名

ジ
」時
間

Ｔ
的
九
時
か
ら
卜
．
．時

ま
で

・
回
数
　
六
回
（
‰

气
‰
‰
％
％
一

◇
料

理
教
９
｛
Ｕ

．
阿
第

．
．
上
曜
日

｝

ご
内
容
　

四

爭
折

‘
’
の
朴

理

‐・
講

師

哂

川
夕
－

キ

ン
グ
ア
カ

デ
ミ

ー

樋

口
佃

歌
ｆ
咒
ｔ

に
定
日
　

…
－

私

’
叶
川

Ｔ

後

．
時
．

―
り
か
・

‘‥

午

後
．．．
時
．

―
り

川
数

‘丶
川

Ｆ
Ｊ
８
％

％
％
％

卜３
哨゙
）

◇
亨
仏
教
令

１

週
木
曜
日
）

ｃ

内

容

仏
様
を

描
き

写
す

○
講

師
　

石
原
晃

蜜
先

生

○
定
ｎ
　

四
卜
名

ｃ

時

間

午
後

一
時
三

十
分
か

ら

午
後

。一
↓時
三

卜
分

・リ
回
数
　

。阮
川

（

　ま
　よ
　ぐ

）

◇
ワ
ー
プ
ロ
教
令
（
上
曜
川
：

回
）

り
・
内

容
　

ワ

ー
プ
ロ
の
操

作

ｃ

講
師

東
北
コ

ピ
ー

安
藤
利
弘
先
生

ｃ

定
ｎ
　

二
十
名
（
初
心
者
）

○
時
間

午
後
一
時
ニ
ト
分
か
ら

午
後
三
時
Ｅ
十
分

（
）
回
数
　
二
回
（
％
％

）

２

受
講

料
・
入
講

料

五
〇
〇

円

（
申
し

込
み
時

に
納
入

）

・
材
料
費
な
ど
は
火
費
負
担

３

対

象

町
内

在
仕

及
び
町
内

に

勤
務

し
て

い
る
成

人
旧
″

女

４

申

し
込
み

及
び

問
い

合
せ

町
公
民

館
ま

で

昭
和
六
十
二
年
度

”
国
見
町
教
育
委
員
会

重
点
施
策
”

教
育
委
‐
ほ
会

は
、

町
民
世
ぐ

を
吸

雛
と
し

て
ね
ｋ

を
ひ

ら
く
生

涯
学
習

の
充
実

、
進

展
を
図

る
た

め
、

「
ｇ
｀

い
に
り

を
ぺ
日
わ

せ
励

ま
し
（
口
い
．
心

身
と
も

に
健

康
に
し

て
自
Ｌ

性
、
剛

造
什

に
富
む
町

尺
の

育
成

）
を
術
針

と
’
・
て

、
昭
和

ベ
ト

．．
壓
暖

の
巾
点

胞
漿
を

次
の
よ

う

に
設
定

し
ま
し

た

．
ド
ロ
‥卜

性
に

富
み

、
剛
造
什
を

仲
ば
す

学
校

教
育

の
推
進

ぐ

呻

び
ゆ
く
疔

少
年

の
健

全
育

成
の
推

進

。。。、
自
Ｌ

的

に
生
き

が

い
を
求

め

る
吐
会

教
介

の
推

進

円
、

ふ
る
さ

と
の
文

化
と
伝
統

を

乍
か

し
た
攵

化
活
動

の
推
辿

だ
。
継

康
と
休

力
の
川

進
を

目
指

す
阯
会

体
育

の
推

進



母と子の公民館活動

～藤田小学校～

▲こちらは楽しい人形鳥

▲ ≒ －ヽん、なかなかおもしろい紙しばいだねｊ▲‘今日はこの本にしようかな.」

公
民
館
運
営
審
議
会

を

開

催

本
り

度
第

．
川

の
川
Ｕ
‘
町
公

尺
館

迷

宮
審
巌
余

か

、
ｈ
Ｕ

卜
反
日
Ｔ

後

川
催

さ

り
ま

し

た

最
叨

に
教

育
委

八
会

か
ら
委

叫
状

の

交
付

が
9
1
わ

れ
、
続

い
て

役
八

力

ｉ

仟
、
１
ｔ
ｊ

由
‥
に

っ

い
て

審
議
さ

れ
ま
し

た

役
八

は
次
の

と
お

り
決

ま
Ｉり
ま

し

た余
　

ｋ
　

夲
　
　

．．
郎
（
七
迪

勁

長
）

副
余
．輿
　

野
吋

チ
ョ

／
（
迪

婦
会

長
）

▲舛心に意見交換する委員の皆さん

中
央

婦
人
学
級
、

成
人
学
級
が
開
講

し
り

．
．－

Ｌ

卜
中

火
婦

ベ
学
‐緩

か

、
Ｉ

Ｌ
名

、
成
‐
こ
Ｙ
緩
か

．－

川
れ

の
な
Ｉ咄
で
開
溝
し
ま
し
た
。

心
の
Ｑ
か
さ
と
、
知
轟
、
技
能
、

思
考
な
ど
を
幸
習
日
標
に
、
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し

た
。

▲中央婦人学級の開講式▲成人学級の開講式

町
社
会
教
育

委
員
決
ま
る

柚
会

教
育
委

貝

と
は

。
社

会
教

育

法

と
条
例

に
よ

’。
て

置
か

れ
る
職

で
。

阯
公

教
青

に
閘
し

、
教
青

委
ほ
会

に

助

’ｊ
す
る

職
務
を
行

い
ま

す

｛
仔
期

は
二
年

間
｝

◇
硲
川
貞
一
（
県
北
中
紋
艮
）

◇
安
藤
義
占
（
小
坂
小
紋
ｋ
）

◇
瀬
一
戸
乱
ｊ
（
藤
川
小
紋
艮
）

◇
内
池
和
ｆ
（
読
が
会
指
導
者
）

◇
東
海
脯
一
樹

ミ

ボ
ー
ツ
少
年
川

指
噂
抒
）
　
◇
ｙ

旧
贖
（
婦
人
教
介

指
４
者
）
　
◇
奥
山
‐‐
人
（
青
少
年

育
成
指
導
矜
）
　
◇
後
藤
冖

伸
｛
農

業
委
は
｝
　
◇
佐
藤
浮
次
郎
（
学
識

杼
験
者
）
　
◇
片
藤
忠
笂
（
文
教
厚

乍
委
口
長
）
　
　

‐‐‐
敬
称
略

ｉ

町
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
決
ま
る

夊
化
財
保
誕
審
講
会
と
は
、
教
膏

委
八
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
文
化
叶

の
保
存
、
活
川
に
っ
い
て
調
介
審
議

す
る
艇
関
で
す
　
（
任
期
は
二
年
間
）

◇
佐
矢
川
直
次
（
会
長
・
塚
野
口
）

◇
菊
池
利
雄
（
剛
会
長
・
石
は
川
）

◇
阿
部
強
（
人
木
．冖
）
　
◇
小
野
尤

一
（
徳
汪
）
　
◇
牧
野
武
大
（
藤
川
）

◇
法
坏
’ぺ
友
（
山
崎
）
　
◇
安
係
ｆ

九
人
（
泉
田
）
　
◇
μ

ほｙ
盛
良
（
梁

川
町
）
　
　
　
　

－

敬
昨
略
－



伊
達
家
の
当
主

泰
宗
さ
ん
が
墓
ま
い
り

”独
眼
屯
政
宗
”
か
ら
数
え
て
十

八
代
目
、
伊
達
氏
三
十
円
既
に
肖
た

る
伊
達
秦
宗
さ
ん
（
二
七
）
―
仙
台
市

在
住
＝
か
、
五
月
二
十
六
日
、
政
宗

ゆ
か
り
の
地
岡
見
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
内
に
あ
る
伊
達
£
山
の
各

寺
が
、
壇
宗
の
人
た
ち
を
対
象
に
、

「
伊
達
氏
の
ふ
る
さ
と
巡
り
」
を
企

画
、
秦
宗
さ
ん
か
招
待
さ
れ
ま
し
た
『

一
行
は
。
大
型

バ
ス
三
台
に
分
乗

し
た
百
ニ
ト
数
人
で
、
伊
達
氏
の
始

祖
・
朝
宗
の
夫
人
の
墓
か
あ
る
光
明

寺
の
隔
聚
寺
を
肪
れ
ま
し
た
。

墓
所
の
加
で
泰
宗
さ
ん
は
先
祖
の

霊
を
慰
め
た
後
、
境
内
で
、
臥
龍
晦

（
が
り
ょ
う
ば
い
）
の
苗
木
を
記
念

植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
臥
龍
晦
は
、

政
宗
が
朝
鮮
征
伐
の
際
に
持
ち
帰
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
一
行
は
こ
の
後
、
桑
折
町

に
あ
る
朝
宗
の
墓
所
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

Ａ「臥龍梅」を記念植樹する伊達秦宗さん

半
年
ぶ
り
に

放
　

牧

水
石
足
の
影
轡
で
延
び
延
び
に
な

っ
て

い
た
町
営
牧
場
の
放
牧
式
が
、

紅
川
二
十
。１
日
、
ｆ
定
よ
り
二
週
間

遅
れ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
橋
友
義
牧
野
組
ぺ
口
長
は
じ
め
、

八
島
忠
雄
町
長
職
陥
代
理
者
助
役
、

斎
藤
尢
吉
町
議
会
産
霎
常
任
委
Ｕ
長
、

県
や
町
、
畜
産
農
家
の
悶
係
者
ら
。阮

卜
人
が
阯
守
る
巾
。
胎
壓

ぶ
り
に
牛

奔
か
ら
放
た
れ
た
牛

た
ち
は
、
広
々

と
し
た
牧
場
を
の
び
の
び
と
駆
け
川

ｆ。
て

い
ま
し
た
Ｉ

こ
の
日
放
牧
さ
れ
た
牛
は
、
町
内

三
卜
二
戸
の
農
家
か
ら
放
牧
さ
れ
る

丘

卜
Ｌ

頭

の
う

ら
の
Ｉ．．
卜
四
頭

で
、

卜
月
中

句

の
川
牧

ま
で

に
は
．
ｆ

牛

十
欽

頸
か
生

ま
れ

る
予
定

で
す

．

閉
牧

ま
で

の
五

か
月
川

、
牛

た
ち

は
、
ヤ

マ
で

の
生
活

を
存

分

に
楽

し

む
こ
と
で

し

ょ
う

’

▲屶んぴりと草をはむ牛たち

”
春

の
つ

ど

い
”
で

モ
チ
つ
き

哨
瓦

に
恵
ま

れ
た
瓦
川
一
．
卜

日
、

小
坂
小

学
岐
で

は
、

べ
″
年

の
餡

の
豊

作

を
順

二

ヽ

‥
存

の
っ
ど

い

”
が
閥

か
れ

、
冖

．．．
卜
圧

人
の
（
Ｅ
皎
生
徒

か

モ
手

っ
き
を

余
し

み
ま
し

た

こ
の

モ
チ

つ
き

は
、
毎
叩

ｉ

、の

っ
ど
ｙ

で
行

‥
て

い
ま

し

た
か
、

人
候
．本
噸
な

ど
の

心
配
も

あ

り
、
今

年

度

か
』り
は
、
‥
存

の
っ
ど

い
ヽ

に
変

吏
し
た
も
の
で
す
．

こ
の
日
に
先
立
ち
、
五
月
十
一
日

に
令
陸
生
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
．

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
苗
の
成
長
を
折
り
、
み
ん
な

で
助
け
合
い
な
が
ら
集
会
活
動
を
す

す

め
る
こ
と
に
よ
コ

、
、
協
力
の
大

切
さ
を
と
ら
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に

Ｉ

ど
い
”
か
開
か
れ
ま
し
た
．

各
学
牛
か
ら
二
人
ず
つ
の
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
に
手
伝

ご

、
も
ら
い
な

が
ら
、
児
童
た
ち
は
か
わ
る
が
わ
る

モ
チ
を
つ
い
て
い
ま
し
た
．
つ
き
あ

か
っ
た
モ
チ
は
、
さ
っ
そ
く
あ
ん
二

モ
チ
に
し
て
舌
つ
づ
み
を
打

ご
ヽ
い

ま
し
た
．

こ
の
後
．
ダ
ン
ス
や
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
．
紅
自
リ
レ
ー
な
ど
を
し
て
、

低
学
乍
も
高
乍
年
も
一
砧
に
な
っ
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
、▲小坂小で行われたモチつき

編

集

日

記

○
五
月
二
十
五
日
、
放
牧
式
の
日
に
、

町
内
唯
一
の
モ
リ
オ
ア
ガ
エ
ル
の
生

息
地
で
あ
る
馬
頭
山
蛇
沼
を
訪
れ
て

み
ま
し
た
。
例
年
は
、
六
月
中
旬
こ

ろ
産
卵
し
ま
す
が
、
今
年
は
、
暖
か

い
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
。

数
日
前
に
降
っ
た
雨
の
せ
い
か
、
卵

塊
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
人
半
は
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
に
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

む
せ
か
え
る
よ
う
な
草

い
き
れ
の
中
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
独
特
の
澄
ん
だ
鳴

き
声
が
響
き
わ
た
り
、
涼
風
を
誘
っ

で
く
れ
る
よ
う
で
し
た
。

○
六
月
に
入
り
、
連
日
、
覦
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
冷

い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
榔
雨
入
り
前
の
艦
暑
と
い
り
た

と
こ
ろ
で
、
良
夏
日
｛
最
鵬
気
温
が

二
十
度
以
ｈ

｝
も
何
日
か
記
録
し
て

い
ま
す
。
盆
地
特
有
の
う
だ
る
よ
う

な
暑
さ
で
体
に
変
調
を
き
た
し
が
ち

で
す
の
で
、
卜
分
に
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。

９
抒
・
編
集

国
見
町
企
画
課

福
島
県
伊
達
一

国
ｕ
’町

大
字
Ｉ
Ⅲ
字

．ｒ

川
．
２
の
Ｉ

一

九
六
乢
…

七
　

昔

二
．‘こ

円
五
こ
气
瓦
－

．
．
…

一
代
表
一
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